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　当建物は、１テナント向けのマルチ型物流施設として計画しました。将来的な入
居者の要望や利用形態の変化に合わせ、フレキシブルな対応ができるように室外機
やキュービクルを、増設できる計画としています。
　構造形式はＳ造を採用し、各階に構造ブレースを設け、耐震性能を高めるととも
に、適切に配置することで、作業動線を阻害しない計画としています。平面計画は、
機能性・経済性を考慮し、柱スパンをｍ×ｍを基本とし、梁下有効高さを．
ｍとしています。
　外観は、断熱性、耐候性の高い金属断熱サンドイッチパネルを採用し、グレー、
ホワイト、シルバーのモノトーン色のシックなデザインとしました。エントランス
ホールは、「誰もが働きやすい、安心感を与えられるように」をコンセプトに、暖
色系を基調とし、温かみのある空間を創出しました。
　環境計画としては、屋根面に設置された太陽光パネルで庫内の電力を賄うことで、
省エネルギー化、環境負荷低減を図りました。さらにＢＣＰ対応として、キュービ
クルを最上階に設置し、浸水時でも物流を止めずに運用可能な計画とし、停電時に
は非常用発電機により電力復旧が可能です。災害に強く、機能性を持ち合わせた設
計としました。災害時に飲料水を地域の方々に供給できるように、給水栓も設置し
ています。

東亜建設工業株式会社　建築事業本部設計部意匠設計課　千葉　優弥 エントランス

　タカラレーベンが初のロジスティクス事業として計画
し、千葉県野田市で建設を進めていた「野田市中里物流
施設」が完成した。荷物用エレベーター、垂直搬送機を
各２基備え、汎用性に優れたオペレーションが注目され
る。設計・施工を東亜建設工業が担当した。

　ロジスティクスの成長分野への参画は、昨今のＥＣ需要
拡大という状況だけでなく、当社の企業理念である「幸せ
を考える。幸せをつくる。」目標を実現する為、地域と社
会の幸せ、人と暮らしの幸せに貢献したいという願いを込
めたものです。
　本施設は、タカラレーベンとして第１号案件のロジステ
ィクスです。国道号に隣接し交通アクセスに優れ、常磐
自動車道「柏ＩＣ」へ約㎞、東北自動車道「岩槻ＩＣ」
約㎞という立地条件をもとに、充実した上下搬送設備に
よる迅速なオペレーションを支援いたします。建物は床荷
重．ｔ／㎡を確保し、汎用性に優れたフロア構成と、屋根
上への太陽光発電システム設置など、再生可能エネルギー
に配慮した最先端の物流施設を提供いたします。
　特に環境面におきましては、当社の中期経営計画として
ＥＳＧへの積極対応を掲げており、脱炭素化社会の推進や
地球に優しく環境負荷の少ないエネルギーの普及にも貢献
できる施設になると考えています。
　当社は創業年に向けたスローガンとして「ライフスタ
イルに、新常識を。」を掲げております。新型コロナウイル
ス感染拡大なども含めたライフスタイルの変化に対応し、
このスローガンを実現するため、ロジスティクス分野への
挑戦も引き続き進めてまいります。

工事概要 ◇工事名：野田市中里物流計画新築
工事◇工事場所：千葉県野田市中里

◇敷地面積：，．㎡◇発注者：株式会社
タカラレーベン◇プロジェクトマネジメント：丸
紅アセットマネジメント株式会社◇コンストラク
ションマネジメント：シービーアールイー株式会
社◇設計・監理：東亜建設工業株式会社一級建築
士事務所◇施工者：東亜建設工業株式会社東日本
建築支店◇構造・規模：Ｓ造４階建て。建築面積
，．㎡、延床面積，．㎡◇工期：
年１月５日～年３月日
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